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内藤清忠さん

(4月

新
し
い
学
年
巻
迎
え
て
明
る
い
笑
顔
、

ζ
れ

も

数

湾

施

設

の

充

実

が

あ

っ

て

乙

そ

会
一
万
メ
ー
ト
ル
結
果
芸

tr泳

場、

r
T
T
一一分一一一一秒ニ
m
y記
録
支
一
一
一
位
に

入
構
し
ゃ
、
ま
た
ヅ
一
十
九
時
に
は
東
京
i

大
阪
間
で
行
わ
れ
た
鋸
七
面
十
七
弱
府
県

対
抗
駅
伝
十
八
舎
に
県
代
授
と
し
で
…
出
場
、

二
日
目
吉
原
j
滞
滋
問
、
明
日
割
疋
日
同
j

小
牧
街
、
六
日
目
八
尾
箆
官
補
聞
と
、

一
一
一
日
比
間
労
連
続
力
定
、
〈
世
商
有
名
選
乎
と

競
い
終
始
安
全
開
閉
廷
す
U

荻
昔
、
ア
ン
カ

ー
の
務
選
定
パ
ト
ybMYチ
、
逆
転

芝
暗
記
っ
た
一
選
京
勢
が
綾
っ
て
一
一
一
分
十
五
秒

差
完
神
謀
川
県
が
優
勝
、
連
続
一
一
一
区
制
措
協

力
走
伝
内
静
さ
ん
の
議
は
高
く
一
審

さ
戸
れ
て
い
る
。

一
一
一
十
九
年
第
十
四
回
背
諜
i
東
京
駅
伝

に
県
代
表
芝
窃
出
場
、
一
一
一
日
白
水
沢
!
日
削

沢
問
、
六
円
白
百
数
須
野
矢
校
間
在
力

走
。
同
第
十
七
回
式
会
L
は
よ
一
日
目
興

主
樹
立
し
、

待
を
に
な
っ
て
、
密
呂
田
一
之
劉

!
沢
辺
閉
そ
逢
っ
た
が
、
途
中
ブ

レ
ー
キ
を
起
し
て
し
ま
っ
た
。
町
内

藤
さ
ん
に
と
っ
て
は
苦
い
思
い
出

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
ん
宵
講
談

伝
に
お
い
て
治
五
平
塚
か
ら
出
場

の
山
川
上
淳
一
ハ
、
飯
尾
弘
同
議
子
に

続
い
て
一
一
一
名
が
宮
間
新
一
同
銀
を
ヨ

く
っ
た
こ
と
は
、
特
記
す
べ
き
訪

繍
と
い
え
よ
ヲ
。

マ
ラ
y
yを
品
開
か
る
た
め
磁
十

年
か
ら
動
め
か
7
ヰ
警
に
家
兄
、
昼

休
会
話
用
し
テ
議
留
守
呑
子
、
職
場

突
は
務
長
を
ヨ
と
め
上
詞
の
街
頭
も
摩

い
。
平
お
コ
ー
ス
が
用
意
で
パ
先
安
定
る

点
イ
プ
。
四
十
一
一
キ
ロ
マ
ラ
一
ジ
ン
者
一
度

走
っ
工
み
た
い
の
が
今
織
と
い
う
。
君
原

堅
議
室
謬
明
、
淡
々
と
じ
て
自
宅
お

ベ
ー
ス
を
定
一
白
続
け
る
密
J

に
ひ
か
れ
る
と

い一フ。潟
、
た
ば
こ
綜
や
ら
少
、
か
け
な
と
も

き
ち
い
。
好
物
は
甘
い
物
主
肉
類
ム
ザ

設
。
内
向
柑
』
が
愈
条
。
探
知
臨
は
聾
父
ほ
と

妾
(
三
己
と
一
回
計
二
品
。
住
午
前
は
平
塚
市
新

宿
六
)
蕊
j
一
一
一
。

ハ文
a

名
議
官
叫
ん
e

広
報
苦
一
一
タ
j
v



本
年
一
一
月
か
ら
祝
祭
臼
と
休
庁
口
同
は
、
ご

み
収
集
作
業
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

4
口月
m
山口
M

〈
月
)
天
漢
誕
生
日
と
5
月
3
8
(
金
〉
態
法
記

念
認
は
祝
祭
口
μ
な
の
で
、
ご
み
収
築
作
業
を

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

次
の
収
集
呂
ま
で
お
お
し
に
な
ろ
な
い
よ
う

お
綴
い
し
ま
す
。
も
え
な
い
と
み
も
潟
擦
に

毒霊祭

事j著書箆

翌
月
収
集
と
な
る
の
で
、
合
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、

5
同月
5
日
(
同
月
〉
は
5
口μ
〈口
M

〉
子
供

の
日
の
反
体
時
休
口
μ
で
す
が
、
飛
石
遂
依
と
な

る
の
で
、
特
別
に
平
常
ど
お
り
と
み
奴
築
作

業
を
行
な
い
ま
す
。
収
集
臼
に
当
た
っ
て
い

る
地
区
は
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
出
し
く

だ
さ
い
。

島常設

・常設

@常設

271Ht 

く
緩手話t署事務湖沼談室震
母子相談，母子相談員 a平目、

家箆児童相談・家臨児童穏談員・平日、

清少年額談窓/務少年善悪向

寝苦少年相談・警子少年相談員・平日、

燦E是認談窓/;殺事事滋夜行政セン費四
教背相談・銭週月 e水。金・こと縫出

受溺事故相談・毎週'*摺日 .10時-16時
出建物招談・毎月第1金瞳日・ 10時-16時
揮相談膏毎月第2、第3、欝4金閣沼 131時-]B時
間職相談・在主塵火H留日、木曜日・ 9時-16時

• 9持---15時 高齢者綴業相談会海月第1、第3京閤R・10待-16時
可喝檎陽鰯伊磯欝簿線

一、 V ，

子葬祭綴喜提皇室/市役所 (22)

一般法揮相談 s弁護士・毎月第3火膿5・
人揖法撞相談ー人権擁護委員・祭月第1土摺田・ 13時.-...16時
行政苦情相談@行政相談員@毎舟第1土曜Ei'13時-16時
登記相談 e笥佳審土 e毎月第2金題8.
窃地礎物相談・弁護士・m月第1金摺白昼 1，
心配とまと棺談ー 見込書員，毎月第1、欝3月曜日・ 2時-15特
高齢者職業相談。県社会福祉協謬虫職員，餓豊水陪日 q 5 i畳め理主ぐ.]0持 -1也時
発現考察 f特許J相談 e弁連土ー毎月第2;圏Bの月調臼・ 1古晶子-151時
下ま青耳文守白金&eJあっせん，築工芸者振興会磁呉・穏月主関本日記日13日寺-16時

教事事務重量言者総量資皇室

致事審相



発
許
麹
の
災
福
山
出
荷
第
三
次
没
定
に
て
第
一
位
、
平
六
の
実
施
は
耐
閉
め
て
白
山
艇
な
実
状
に
あ
え
て
、

よ
る
初
苦
J
C
も
あ
b
、

重

喜

俊

一

札

千

百

(

三

芸

品

。

ζ

れ
で
詰
域
住
長
自
治
組
忘

る
一
一
一
万
四
日
に
開
会
、
同
月
二
十
六
に
定
め
ら
れ
た
事
一
撲
を
根
幹
と
し
て
)
一
位
、
第
三
位
心
情
民
生
需
の
二
寸
}
織
で
あ
岳
、
住
民
の
民
話
ヂ
守
白
、
社
土
日

告
す
べ
て
の
議
設
が
原
案
の
一
と
お
白
予
揮
の
編
成
に
当
た
っ
た
。
憶
五
手
一
色
一
〈
一
七
二
ハ
む
と
な
か
っ
高
め
る
義
務
の
あ
お
地
方
向
治
点
に
か
け
た
戸
さ
り
六
ー
一
七
千
四
一
一
一

τ、
笠
通
緩
和
に
大
吉
三
寄
与
す
る

可
決
手
只
無
事
終
了
し
否
で
ホ
と
む
結
宙
開
、
予
算
白
髪
夜
一
般
え
尉
〕
眠
時
要
の
幸
い
教
育
ふ
禾
悼
と
は
名
…
ほ
か
b
て
留
の
下
請
け

H
川
、
幅
一
空
五
e

五
日
川
で
、
昭
和
一
出
と
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
経
費

2
忘
入
れ
た
と
こ
ろ
で
語
る
。
会
計
喜
二
十
一
一
織
内
(
前
年
度
当
匂
窪
警
持
政
支
出
の
零
封
か
機
関
と
い
わ
釘
ー
も
仕
方
が
な
い
。
十
五
奇

F4軒
工
し
、
問
題
十
七
主
認
せ
る
と
、
約
六
憶
卓
会
万

私
は
昭
和
一
一
一
十
八
年
五
月
二
市
長
初
与
算
究
十
八
鰐
口
、
特
別
会
か
っ
て
い
る
ζ
と
が
わ
か
-

G

o

g

-

一
畿
審
議
襲
撃
襲
撃
襲
撃
用
白
百
慣
が
投
ぜ
ら
れ
た
。

ζ

C
に

に

歳

在

し

て

か

ら

一

一

雪

量

産

計

で

百

七

十

男

、

宣

言

語

十

室

長

に

抑

制

畿

議

麟

鱗

欝

欝

麟

欝

鶴

熱

関

係

者

自

み

事

ん

只

心

か

ら

感

警
部
唱
え
て
弱
る
い
設
か
在
ぷ
で
二
十
億
円
、
合
わ
せ
て
一
一
一
百
三
円
台
予
算
喜
重
量
得
な
い
都
議
譲
議
鱗
欝
驚
瀦
欝
撃
灘
瀦
謝
由
意
義
ず
る
次
第
で
品
る
。

よ
い
ま
ち
づ
三

F
E一
更
市
織
内
(
前
程
度
は
一
一
百
一
主
情
市
の
多
い
な
か
で
、
富
の

4
G

均

一

論

議

騒

グ

¥

ヤ

畿

饗

離

す

x

x

民
の
み

gdん
宮
協
力
の
も
と
に
句
史

Zと
な

っ

た

。

衛

白

星

空

宣

言

に

ダ

一

緩

韓

議

議

鱒

緩

欝

欝

の

市

一

一

士

一

回

。

著

書

に

著

名

護
雪
量
を
は
か
勺
一
王
ぇ
。
一
撃
事
で
は
、
前
年
度
吋
初
予
組
会
た
の

μ、
右
手
削
開
設

{
J欝
窃

議

欝

議

鶴

欄

糊

組

問

な

H
平
塚
万
ノ
ま
っ

F
在
、
昨
年

主
主
年
誌
石
油
議
で
揮
に
比
し
て
一
一
一
八
白

5
2
4量れ
て
い
る
C
と

一

議

官

れ

議

麓

襲

撃

態

欝

欝

饗

ご

は

市

と

全

霊

と

の

塁

い

さ

震

な

Z足
@
駒
緬
高
の
喜
一
宣
言
童
話
十
七
俗
円
る

0
2
5
2
Z
4彰
鞠

繍

鱗

欝

麟

纏

麟

欝

三

季

、

言

語

呂

掲

出

の

協

力

を
コ
U
、
地
方
財
政
一
は
最
悪
用
U
N
常
件
で
一
一

X
-七
日
市
、
梢
詩
的
問
粧
品
聞
は
五
る
と
ζ
Aぽ
、
}
一
一
創
出
{
明
治
と
い
わ
れ
い
鋭
機
議
鱗
縁
議
議
機
線
鶴
穣
鰯
欝
磯
議
離
鶏
鵬
市
町
ア
が
得
ら
れ
な
〈
な
台
、
私
は
開
催
の

む
な
か
で
昭
和
早
急
度
の
予
算
十
五
億
円
記
詰
子
容
(
う
ち
入
る
よ
γ

つ
に
、
歳
入
選
践
に
お
い
て
、
ふ

γ審
議
欝
欝
欝
韓
漁
議
譲
畿
韓
併
総
中
長
決
断
す
る
広
い
た
っ
た
。
そ

編
成
に
替
え
だ
。
と
の
た
出
新
得
議
は
一
一
一
イ
八
億
円
で
一
一
一
て
七
国
語
源
で
あ
る
一
地
方
稲
収
入
量

F

}

減
額
欝
蟻
鶴
饗
総
務
鱗
欝
鱒
雛
主
の
た
め
急
き
ょ
商
芸
議
訴
訟
首

長

長

率

訟

に

あ

た

っ

て

ぢ

宮

、

歳

入

は

市

塁

ハ

十

票

、

践

を

患

い

こ

長

。

融

議

離

麟

麟

鶏

繍

麟

麟

麟

震

で

一

望

さ

れ

た

が

、

言

語

時

撃

の

量

密

奏

会

室

六

億

円

守

番

妻

、

競

輪

室

長

が

敢

万

自

治

ー

す

る

一

襲

撃

護

難

問

先

い

玄

言

語

じ

て

護

FJZ

出
白
効
率
化
に
つ
あ
、
適
切
な
財
収
益
な
ど
む
諸

2iζ
と

は

、

ま

こ

と

に

宗

。

そ

れ

を

襲

撃

襲

襲

撃

認

し

た

を

ろ

だ

。

源
の
確
保
と
台
湾
約
書
正
よ
っ
て
喜
一
掠
は
九
十
六
湾
と
、
会
誌
号
て
た
つ
地
方
自
治
体
に
あ
っ

τ
♂
議
警
ゑ
欝
欝
麟
繍
欝
欝
機
蜘
麟
加
代
と
の
一
古
い
経
擬
か
ら
心
掛
一
転
、

健
全
震
の
雲
を
は
か
る
こ

E
七
八
幸
喜
正
ず
る
ζ
与

で

は

、

車

続

出

の

き

と

な

量

仁

鞠

欝

鱗

…

欝

謀

議

主

昨

年

の

ト

一

フ

ブ

ル

に

こ

だ

わ

る

ζ
と

!

ど

た

。

塁

。

一

議

出

足

警

察

ニ

皇

室

一

罪

広

げ

れ

ば

、

貧

弱

な

機

畿

管

総

額

鵜

警

議

議

議

内

さ

な

く

、

法

ば

や

と

空

会

耐

所

号

ま
亀
裂
十
九
年
度
ば
総
富
十
九
億
七
千
高
〈
一
一
甲
一
言
問
中
露
を
も
っ
て
屯
し
て
は
、
事
業
議
均
鱗
麟
額
縁
麟
麟
麟
瞬
間
献
全
商
遥
島
君
主
口
い
脅
す
才

撃
機
撃
綴
機
綴
綴
織
総
務
鱗
綴
畿
瀦
麟
月
目
h

め
、
開
棋
の
合
窓
に
連
主
と
と
は

議

議

選

議

襲

撃

3
謹
ま
と
を
盟
ぎ
に
壌
え
な
勺

地
万
自
治
L
値
す
る
お
日
開
の
一
丹
配
年
度
に
方
成
し
た
本
市
施
工
の
疑
烏
今
年
の
七
夕
ま
ワ
b
は
免
一
一
十
四

分
、
す
な
わ
ち
国
税
の
勉
方
自
治
悼
の
塙
と
い
う
こ
と
で
、
祭
実
摘
と
回
と
し
、
従
来
疋
お
h
u

市
が
主
侯
υ

へ
の
移
一
設
か
」
、
宇
同
市
長
会
は
国
に
帝
名
!
ぷ
ん
。
開
催
期
間
は
七
月
五
日
か
ら
九
日
ま

訴
え
続
け
て
い
る
が
、
と
れ
な
ξ
し
本
加
の
中
心
街
地
と
市
街
化
白
才
で
の
五
日
間
と
決
定
し
た
。

で
中
央
競
権
化
か
ら
国
政
民
主
氾
へ
す
む
泊
地
区
、
さ
ら
L
土自民地旧民を

P
毎
日
口
七
夕
ま
D
b
M
M
帝
ま
ち
ぐ

の
基
礎
と
な
る
べ
き
相
方
自
治
の
確
批
判
ぷ
八
幡
神
社
土
日
能
的
胞
は
、
八
幡
溺
る
み
白
ま
ワ
D
よ
L
で
盛
一
白
あ
げ
、

寸
灯
期
せ
ら
れ
な
い
と
考
え
る
も
の
担
問
仰
の
県
道
大
島
明
石
蹄
令
起
点
市
民
の
み
な
さ
ん
の
目
伊
子
あ
し
法

で
あ
る
。
と
し
、
南
金
自
背
都
地
区
の
県
造
平
せ
、
観
光
醤
の
期
待
に
も
こ
な
え
た

V
A

開
械
器
詳
観
点
町
終
点
と
す
る
延
長
八
千
い
。
〈
昭
和
砲
丸
@
迎
。
じ

ザ戸辺+一

〉く

{乎親方法〕
環絡"'~焚付けた呼は 7η役所市翼線

と宮客足誌シ，町矛ふによヮて作，>します。

もたが令れ本月管i:lと必各いの集委

絡でその婚で受付できますe

企忽C.，鵠"分銅ニ受付け命館

a待お分以鈴でないと央付で会まぜんe
危、キ後S時比降 l交付月伊2発防護

観交付と4まり家ナ。

害事奈川察淳書聖書号事費主主主主ン TEL22. 4093 

金襲撃iこ…どなたもお気事室に



。学校職員れ

く〉校務作業員会干名

・心身ともに健康畠討議未持の京子で市内の幼唯菌習に

住み込み可能なもの

Eま辞込み3市民j(VA璽庶皆 C写真をはったものコを4
J'l27尽く土コまでに教育委員会総務課に提出してくだ

さい

鶴
自
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舗
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設
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代
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指
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健
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鐙
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内
町
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ぽ
日
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捕
時
務
純
阿
片
凶
靴
山
間
(
都
科
前
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く〉京日;)(タイピスト 1名

・高校卒業討よい三和文タイプの経絵在荷する21哉とCl'

の者

吾、内醸448 

所職員課に提出してください

職員襲、電日苦 (22)1 7 0 0 内組 32 8 
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。窓口事務理費疑 者干名

・年齢32構以下の高校卒業以上の女子で331:揮の鰐験主
有する者

o給食お主芸員 1名
.年齢37歳以下心者

く〉パート理強気〈窓口事務〉若干名

9年齢37歳以下の女子で また



四
月
一
日
川
町
ら
の
「
動
物
愛
霧
払
」

の
務
付
霊
堂
え
に
、
一
二
元
三
十
一
日
り

臼
曜
日
、
非
合
打
者
一
大
凶
で
に
ぎ
か
っ
国

道
一
号
品
献
で
、
仔
犬
の
串
潤
き
が
し
か

E学級3茶夜、雪4語、 4 ベン字、絵!盤、手工芸

斜耳室、培真、毛筆、数聾、レク!Jエ」手ノョY

Z期間 49年 5fl~50母 2月毎週 1 回18時~

20時

E揮綴1 市内在住、在勤の18歳~25歳の慰安

Z串込]4 fl30白までに青少年諜へ csa置祭
笥を除告午後S時まで受付J先着照

る

ン
三
鎮
め
b
れ
た
犬
件
、
主
で

ン
レ
一
ニ
十
七
践
。
雑
績
に
き
つ
だ
批
判
墓

ワ
T

も
ち
ら
ほ
ら
。
お
り
の
中
に
入
れ
ら
れ

の

と

ォ

こ
こ
汁
ヅ
ン
チ
ャ
ン
は
、
常
か
ら
喬
日
礼
金

、

る

か

け
b
れ
、
ま
わ
り
か
ら
白
山
内
止
め
。
午

p

で

れ

と

i

勺
中
〈
能
二
時
か
ら
始
め
ら
れ
た
拙
せ
ん
に
は

で
門
書
士
一
倍
と
い
長
室
。
一
一

Z

昨
育
頭
が
、
新
し
い
飼
い
主
的
胸
に
抱
か
れ

マ
く
て
引
き
レ
ど
手
れ
ま
し
ち

マ
ず
い
く
し
が
レ
、
投
の
中
に
は
木
幸
な
犬
も

ル
す
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
春
埋
セ
シ
虫
l

歌
払
で
処
分
さ
れ
た
b

〈
は
、
一
年
間
材
、
約

一
方
八
千
山
口
百
一
頭
に
も
な
り
ま
す
。

生
命
は
、
犬
も
人
間
も
同
じ
。
春
白

円
の
よ
A

之
、
肢
か
い
人
間
白
心
で
、

小
さ
な
件
命
令
六
事
に
庁
、
っ
て
や
り
た

い
も
の
で
一
7。

車中長賓市鶴伎弔の一角!ご

提成した縄妨害事大野出張所

時一

戸
時
で
h
わ
れ
、

が
総
合
使
館
宇
品
川
っ
た
。

e

総
合
密
勝
平
家
一
同
キ
ー
ク

g
y

ち
し
て
お
怖
で
す
。

ヤ
テ
レ
ビ
示
品
川
除
す
一
台
と
さ
し
h
、
か

な
わ
す
た

L
兵
ぷ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
外
一
し
玄
援
し
ま
し
ょ
う
。
建

中
の
一
ア
レ
ピ
白
中
は
、
高
唱
毘
2
と
な

っ
て
お
白
大
変
危
険
で
す
。

〈
春
弘
F
h認
の
シ
ー
ズ
ン
な
7
0
マ
冷
蔵
麗
村
霞
ぎ
揚
所
在
考
え
ま
し

，
お
で
か
け
の
時
は
電
気
白
戸
続
日
も
ょ
う
。
羽
田
あ
た
ず
色
揚
読
や
ガ
ス
コ

お

忘

れ

な

く

〉

ン

ロ

ム

円

な

ペ

火

を

倭

つ

煽

所

か

ら

マ
ア
イ
ロ
ン
を
間
い
終
っ
た
ら
コ
ン
な
る
べ
く
離
し
て
轟
く
こ
と
が
持
持

白
ン
ト
か
ら
外
す
と
と
を
お
一
厄
れ
な
的
J3A30

く
。
ハ
ン
刀
ふ
ノ
な
ど
の
小
竹
心
、
生
む
前
/
べ
の
相
一
九
ト
V
次
山
東
U
M
C
岡
山
へ

日
開
で
寸
分
引
け
ら
れ
ま
す
G

ど「つ一一七。

マ
人
り
い
な
い
ま

24か
b
7
Z討
議

長

町

一

五

や
み
て
い
な
い

{
7レ
ピ
」
は
号
訟
〈
噂
宇
一
九
一
一

U

め
に
消
し
手
レ
ょ
う
。
銭
高
も
長
も
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世
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付
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世
界
を
む
す
ぶ
鵜
(
新
記
判
続
試

青山
y
年
・
一
般
市

e

1

4

寄

2

2

A

口

」
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る

・
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宅
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催
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叩
均
時
半

へ
き
五
同
し
い
(
電
平
七
O
ニ
δ
町山人

i
m時
ザ
勤
労
青
年
初
名

3
m樹
木

1
ん



φ鯵月実施しています。

臨主す重義・第1W>ニ族関当日に潟3か
月を経過して、 6か月未満の乳児
(3思J長主」の野山で受けられ

なかった人は、 2オ来日南むうちな

ら受けられます。

章容2期=第i閉が完了した人で、
自に開 1 の 3呂田の接種
1年の鈎誌をすぎて、 1年

5か月までの拶!日j(1召〉健康と
の理由で受けられなかった人は、

1年の期間をすぎて、 2年までの
穏に受げられます。

繍時潤・ 13時30分 -15時まで。ただ
し※日7の企時~15時。

豊富巡回日稜

月1
7日 大野公民館横内沼地主臣会場
※盟国公

君沼 須賀公民館};;(松原公民吉宮

);(金田公民fむ
吉田 平埠:保倍戸T 1出公民宣言
主《ごいで{'!:'_協

月1
4日 比野公戸田主主務会議
〉て授印公以古

58 須賀公s;'}忠誠日原公民館
民金旧公民釘;

告白 平草，1宋健所 J正公上号室宮

*:i:沢勾溺

月E
2臼抗野公民百 杭円団地察会場
民主主[II公民自

耳目 須賀公民館 );(ネノ:京公民主官

X金圧1公
4 E Sflj塚保チr)巴公E設置

会Hシ明治-ffij1:2T臼7-3 往重工
ンジニア'Jジグに勤務の村山泰雄さ

んぐ24員約と要滋子さんぐ22歳〉の
長男で王子2伝 5か月。身長55君、母笠宮
8キロ。泰治ちゃんは離乳食を始じめ
たばか臼だが、フに変よ〈食べる白で

耳目満~eにならないかとママは心配し
ている。パパにそっ(!Jで、ホクロ

のあるととろまでにているそうだ。

誕生日は、 484'IO)J29日主主

市民寸言ン点目では開館以来 r日本古
来じと伝統の中から生まれた蔵廓さと

王晃代のもつ合室聖位とをあわせもった

新しい結婚式Jの方式を採用してい

ます。市箆セン点」の結婚式場音色

刻煎ください市

畏セ 5翼 昂

題巡倍日草聾

5月10日村田公民館八幡公箆館
);(説畠公民館

ρ14臼掠豊田公民館大野王寺R:
館構内団地集会場

沙 15日 百松原公民館主笥資公民
館出金田公民館

-? 16臼平塚保健所地公民館
※土沢農協

9-17日中原公民館企回公認館
主支払郡崎公民館

? 18沼花水公民館平塚市民約
院

経過して稿4才までの幼児(l.i圏
総の間鳴で2白うける〉
坦11rFす昨年初包可基種を完了した幼

児 (1@1) 

臨時間.13時30分-15時まで。ただ
し探知昭会草ま時~1日寺。

盟巡回沼慈(1回め〉
5月 7白横内館地集会場探窪田

公民総

ρ10罰 金呂公E己責官民間崎公民
態

ク 11自

。17日 ※金E自公民館
~ 18百 八幡公民館※主主島公爵

費官

d-19臼
? 208 
，p 21日

t-' 248 
7月10日

式野公民童宮

旭公民館 );(ェ七沢農協

須幸雪公民館 民松原公民

館

c.. 11 El 平塚市lleJi有隙
(2回め〉
5月14日 横内留地総会主語読豊田

岳民館

?日金司公民館諒岡崎公民

Itiさ

&- 18日神田公民館
-? 19日 中原公民会富
? 248 民金旧公民館
r 258 八幡公民館※城島公民

館

，.y 26巨 大野公民主宮
ρ27臼 路公民館 );(:t沢民主活
，p 28B 須賀公民館以松原公民

館

平塚保健所

花71<公民主宮

平器市m病院

芸空 L渓吉守持率字す室長チて去を荒竺五重が
金全言語ムペ箆)冨号手予告 奇零時正結友次
季千里山三主パ 受宇佐雪F 主主ミ毒事雪と
251奏会五千人85善三時差弓手
口iぷ辺見L科目i
右差¥l'!ε韓議議韓議騒騒襲撃にげチ用

目立?iiiiiRi12日!?;ji
量言語実主をさと言宮弓芝Y雪①ぷ量J霊童よ2宍
3主草学ぢ主事霊祭五ミ主管ゑ需要李 Y李主 E
す;2ZZH2555は2々三宮ZP45 

毒 許認童謡

午前害時~午後4時

五行毒事3楠木市、掃と病害虫の粧説室、模
範椴軍、草花む即売、醍イとJ嘉手金ョ箆主主協会プ

ラヲ』シa-

掠写真は48年度緑化ボス虫日コンク同ん綬秀

績の寝京子」幸君 、
間開問暢帽守



る
e
都
品
当
り
の
方
は
y
h
政
謀
、

マ
定
政
ボ
ー
ト
一
襲
、
長
吉
凶
・
一

げ
、
幅
一
，
一
一
日
、
外
側
門
的
、
内

刊
引
か
色

ど
雪
の
パ
昆
ル
も
良
一
市
さ
れ
る
時

に

つ

い

て

は

、

市

直

活

容
認
で
尊
お
あ
る
い
は
蓄
に

z
f
z翌

年
度
は
六
月
、
九
月
、
十
一
月
-
一
…
て
い
る
が
、
私
有
地
に
つ
い
て
は
モ

月
に
毎
選
一
回
行
っ
た
〉
行
い
、
ま
の
士
煽
の
管
課
省
が
捨
て
ら
れ
な
い

た
、
県
と
合
同
で
長
一
開
示
法
叫
山
梨
一
よ
志
向
ノ
概
ザ
設
け
る
本
メ
じ
て
、
対
偶

斉
取
締
D
や
実
化
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
由
ゲ
一
講
じ
て
も
ら
今
回
外
あ
り
一
ま
せ
ん
。
る
こ
と
は
、
拾
工
場
所
と
解
釈
さ
れ

ヂ
掘
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
還
付
現
授
、
環
説
続
生
議
官
版
、
燃
え
易
く
近
郊
果
と
な
る
掲
合
が
す
い
白

犯
を
準
え
る
こ
と
が
で
含
量
せ
ん
。
る
な
み
は
週
二
回
、
燃
え
な
い
む
み
で
、
捨
て
ら
れ
た
む
み
が
世
な
い
う

し
た
が
っ
て
、
市
誌
の
み
な
さ
ん
白
は
万
一
間
安
婦
収
揮
を
打
っ
て
い
る
ち
に
早
三
処
揮
す
る
よ
う
心
掛
け
て

不

断

妥

績

に

ゐ

昔

、

発

終

段

い

白

で

、

そ

の

時

に

出

し

て

い

Fだ
い
す
ま
す
。
き
れ
い
に
し
て
必
れ
ば

事

じ

て

い

た

だ

く

よ

三

銭

い

し

て

、

や

た

ら

に

拾

で

な

い

よ

72μgAR
設
も
が
捨
主
に
く
い
も
の
で
す
0
5

て

い

る

が

、

夜

間

と

か

入

自

む

つ

か

に

弼

め

て

い

ま

す

。

指

摘

の

場

所

に

つ

い

て

は

伊

送

湾

建

な
い
場
所
、
時
間
帯
に
捨
て
ら
れ
C

掛
川
て
ら
れ
た
場
所
へ
潜
桜
聖
士
て
し
示
す
。
(
現
欝
構
生
課
)

言蓄積 機密

中
京
議
。
こ
の
輔
の
北
部
米
の
と
こ
ろ
者
機
感
と
い
寺

い

じ

め

っ

こ

騒
欝
盤
機
緩
錨
鏑
市
教
育
織
全
感
じ
品
、
す
く
、
モ
れ
を
つ
ま

z一
-

一

く

コ

ン

ト

ロ

l
宇
さ
と
が
で

寵
瀦
議
議
欝
欝
研
究
所
き
な
い
子
ど
も
℃
ず
。

小
さ
い
と
き
わ
思
い
出
品
化
誤
る

O
婚
情
不
足
慌
た
害
れ
な

と
き
、
一
人
ゃ
二
人
の
い
じ
め
つ
い
気
持
ち
の
は
け
口
と
l
h
詳
し
、
弱

子
の
顔
が
思
い
浮
か
ん
で
く
ゐ
も
い
者
い
じ
め
が
お
こ
な
わ
れ
ま

の
で
は
な
い
℃
し
よ
う
か
。
そ
れ
一
す
。
い
つ
も
家
で
叱
ら
れ
色
白
、

だ
げ
「
い
「
/
め
っ
き
と
い
う
こ
た
た
か
わ
お
念
、
少
し
も
か
ま
つ

よ
ほ
は
な
じ
み
聞
は
い
も
の
で
す
。
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

と
こ
λ
が
い
り
め
つ
子
自
身
の
総
そ
白
う
つ
ぶ
ん
ば
与
し
に
他
の
子

溜
と
な
る
主
」
の
ま
ま
同
料
品
む
さ
を
い
じ
め
た
り
し
主
主

匂
工
し
ま
い
が
邑
で

b

乙
の
よ
っ
に
、
い
じ

ず

。

、

ふ

議

騨

伊

め

っ

子

と

な

ゐ

威

討

は

い
じ
め
っ
チ
と
い
っ
九
一
♂
翌
案
外
は
っ
き
り
し
て
い

て
も
、
だ
れ
も
か
れ
も
喝

mv動
Y
ル
る
も
む
な
す
か

tq
そ

最
な
く
い
じ
宮
と
ま
語
い
は
の
庶
民
を
し
っ
か
り
招

い
う
の
で
は
な
く
、
自
嚢
繍
禽
控
し
で
、
震
に
そ
の

分
よ
り
な
ん
ら
か
の
窓

4
胃
…
サ
に
合
っ
た
拘
存
在
し

昧
て
弱
い
者
を
い
じ
め
る
乙
と
の
玄
あ
げ
る
必
更
が
り
わ
託
す
。

多いヤ
T
で
す
。
間
的
え
阿
出
自
分
よ
D

甘
や
か
さ
れ
た
予
は
徐
々
に

却
下
の
高
だ
と
か
、
性
培
と
か
腕
ハ
一
卑
L
や
る
つ
一
br子
る
と
か
え

力
の
弱
い
子
、
又
は
知
能
や
成
績
っ
て
失
敗
す
る
も
白
で
す
)
宏

の
劣
っ
て
い
る
者
、
家
庭
の
社
会
庭
内
で
拭
求
不
満
に
耐
え
ら
れ
る

的
地
ザ
ヤ
棋
括
的
状
認
の
思
ま
れ
性
栴
山
町
作
り
あ
げ
て
い
〈
こ
と
が

な
い
一
寸
に
対
し
γbみ
ら
れ
ま
す
。
大
切
手
す
。

J
ご
み
で
子
ど
も
が
い
じ
め
っ
震
情
不
足
の
烏
台
、
例
え
ば
弟

子

と

な

る

原

因

は

は

か

わ

い

が

ら

れ

E
い
る
ひ
れ
ど

O
甘
や
か
し
τ

一
一
小
さ
い
と
き
も
自
分
法
申
ま
b
か
わ
い
が
ら
れ

か
ら
わ
が
さ
ま
が
な
ん
で
も
き
吾
て
い
な
い
と
議
じ
、
争
め
腹
い
せ

入
れ
ら
れ

γい
た
亨
ど
も
は
、
ち
に
泊
役
い
b
め
益
子
に
対
し
て
、

ょ
っ
と
で
も
自
分
の
患
い
通
り
に
殺
は
そ
5
路
じ
し
さ
せ
た
縞
白
藤
皮

い
か
な
い
と
相
手
を
い
じ
め
ゑ
町
役
皮
官
同
改
声
ぞ
い
〈
必
要

動
に
引
い
ま
す
。
モ
ハ
た
け
紙
一
求
不
が
あ
り
ま
す
。

また、夫TEJ8年0590コの21:，'
小田原石よ;置のため、会樟iJ>

b平主ままでやって来たよ杉穿品曹

は、小回線凱に開城と関いて引

き返した白であ品が、この時住

返した道も、この道以外に帯主主

られない。また、主耳東君か盤の

領主となったやヨ11-;;;ま授が、天沼

18年 7月、はじめて江戸へ向っ

て行った送も、この還であるe

家鹿は、江戸と駿府往来品'"

幸、好んでこOi泌をもちい、 E霊

長元年 (596)大住都中民主ぐ混

在平塚市中原白地Jに旅銀を設

け、しばしば宿治または滞在G
た。そ白ため、こむ道を、中原

道又は由原街道と呼び、江戸を

材料ふとした 5 街滋の担lJ~こ倣って

-A援が構損されたa
一里塚へは多く榎を纏えた。

田村に近いにこの〕塁塚聖、若草

Cえのきど〉と過称した。

このほど、平塚市観光協会ほ

ζ の古道疋傍へ『北、奥州選。

南、中原選。呆白木処。ー嘩裁

量賓』と駆った碑世建立し、!li:4

援魔〈えのき
平域「行1m;之官と田村境に、ひ

と筋の占道が浅っている。

也て21時 (80 2)、箱根路が

器開かれて白ちの、陸奥ぐみちの

くコへ白宮認で、道幅漸く 2米
ほど、 IB褐慎一車内とすると、 ζ

って!日観をとどめていないと思

われる。それだけに、乙の古道

はた引せつに保有されたい。

Eを親日記¢作者の一行il'、寛

仁 4年(1ω0)の秋、告陵箆lか

ら相模野を横ぎって帰路の途次

通過した道l立、たしかにこの濯

であったと考えられる。

また、弘宣言5年(1282)9月

17目、病める臼蓬さまが、時惜

や施E害者たちに護られて、平塚

盤巡IelB毒霊 4 J118 ，3仁木〉東海大学/30日〈火〉
江南高校/5J181ヨ〈ガぐλ 吉田(:;f:)、 13日ひね

ヨ廃車体

o一一一-0-一一一

ややご協力高官かとうございました00

高砂主罫糾44Aヌ、横内団地自治会70本、日本クラク

ジコノレク40本、世話事事iパジB7示、附地区自治会

51本

〉
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